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研究要旨： 

大腸全摘後の潰瘍性大腸炎患者の便中腸内細菌叢を次世代シークエンサーで解析し、その結果をもと

にソフト PICRUSt を用いて機能変化を推測した。その結果、健常人と比較して大腸全摘後の便中細菌

叢では、アルギニン/プロリン代謝の有意な減少と免疫不全、病原性大腸菌の感染に結びつくパスウェ

イの有意な増加を認めた。 
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A. 研究目的 

大腸全摘後の潰瘍性大腸炎患者腸内細菌叢の変

化を明らかにする。 

 

B. 研究方法 

糞便より DNA を抽出し、16S rRNA 遺伝子を Miseq

次世代シークエンサーを用いて解析する。その結

果を、さらに PICRUSt ソフトを用いて、機能変化

を推定した。 

 

C. 研究結果 

健常人と比較して大腸全摘後の便中細菌叢では、

アルギニン/プロリン代謝の有意な減少と免疫不

全、病原性大腸菌の感染に結びつくパスウェイの

有意な増加を認めた。 

 

D. 考察 

大腸全摘後の回腸嚢では、細菌叢の構成と機能の

変化の存在が明らかになった。特に、免疫不全傾

向と感染に対するポテンシャルが上昇している

ことから、回腸嚢炎の発症への関与が推測された。 

 

E. 結論 

大腸全摘後の回腸嚢では、腸内細菌叢の構成、

機能の変化が起こっている。 

 

F. 健康危険情報 

なし 
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H. 知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む） 

１．特許取得 
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該当なし 


